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防災訓練 クールビズ実施案内ポスター日学・黒板アート甲子園・第2回結果
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環境優良事業所として藤枝市に表彰された。

 8.活動の取組結果と評価、次年度の取組内容
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　　項目　　項目　　項目　　項目

 1.環境方針

 2.事業規模　・　全社概要

 3.全社組織図及びＥＡ２１拡大計画

 4.環境目標及び実績

 5.次年度以降の中期環境目標

 6.年間環境活動・実施

 7.年間活動計画

 9.我社の環境配慮製品への取り組み

10.環境に配慮した生産品目の拡大

11.法規制遵守状況及び資格等のリスト及び

　　　環境関連法規への違反、訴訟の有無

12.代表者による全体の評価と見直し

コンピュータや携帯電話、ネットワークの技術革新など、変化の速い

時代にあって、どんなにデジタル技術が進歩しても、人と人が向き合

って、言葉や文字、あるいは絵図でお互いの考えや思いを伝え合う、

アナログ的なコミュニケーションは生き続けます。そういう意味で黒板

・ホワイトボードは「永遠のメディア」のひとつであると、私たちは考え

ています。

子供のころからなじんできた、教室の黒板・掲示板を原点に、家庭

やオフィスで、人と人との情報共有を高めるホワイトボード、ボードに

書いた内容を紙やデータで保存できるコピーボード・電子黒板、そして未来に向けた

次の製品へ。お客さまに快適なコミュニケーションを提供するため、日学はいつも新し

い製品づくりに取り組んでいます。

企業活動を通じて国や地域社会、ひいては世界の平和と進歩発展に貢献する会社、

社員ひとり一人が働くことに喜びとやり甲斐、そして誇りを持てる会社を目指し、これか

らもより一層努力して参ります。

今後も日学にご期待ください。

日学株式会社

代表取締役社長 吉田朋弘



環境保全への貢献を経営の重要課題として行動します。環境保全への貢献を経営の重要課題として行動します。環境保全への貢献を経営の重要課題として行動します。環境保全への貢献を経営の重要課題として行動します。

１．１．１．１．

環境にやさしい製品の開発・製造・販売を推進します。環境にやさしい製品の開発・製造・販売を推進します。環境にやさしい製品の開発・製造・販売を推進します。環境にやさしい製品の開発・製造・販売を推進します。

２．２．２．２．

環境負荷を低減します。環境負荷を低減します。環境負荷を低減します。環境負荷を低減します。

３．３．３．３． 環境関連の法規制等を遵守します。環境関連の法規制等を遵守します。環境関連の法規制等を遵守します。環境関連の法規制等を遵守します。

４．４．４．４． 環境マネジメントシステムを定期的に見直し継続的改善に努めます。環境マネジメントシステムを定期的に見直し継続的改善に努めます。環境マネジメントシステムを定期的に見直し継続的改善に努めます。環境マネジメントシステムを定期的に見直し継続的改善に努めます。

５．５．５．５． この環境方針を社内に掲示し全社員に周知させるとともにこの環境方針を社内に掲示し全社員に周知させるとともにこの環境方針を社内に掲示し全社員に周知させるとともにこの環境方針を社内に掲示し全社員に周知させるとともに

環境活動レポートを作成し社内外に公表し、社員の意識を高め環境活動レポートを作成し社内外に公表し、社員の意識を高め環境活動レポートを作成し社内外に公表し、社員の意識を高め環境活動レポートを作成し社内外に公表し、社員の意識を高め

社会全体の環境保全活動に貢献します。社会全体の環境保全活動に貢献します。社会全体の環境保全活動に貢献します。社会全体の環境保全活動に貢献します。

改版：5版

環境影響を考慮した資材・備品調達に努め、環境影響を考慮した資材・備品調達に努め、環境影響を考慮した資材・備品調達に努め、環境影響を考慮した資材・備品調達に努め、

資源・エネルギーを効率的に活用し、生産活動における資源・エネルギーを効率的に活用し、生産活動における資源・エネルギーを効率的に活用し、生産活動における資源・エネルギーを効率的に活用し、生産活動における

－1－

　　制定日　２００７年６月５日           　　制定日　２００７年６月５日           　　制定日　２００７年６月５日           　　制定日　２００７年６月５日           

　　改定日　２０１４年４月１日　　改定日　２０１４年４月１日　　改定日　２０１４年４月１日　　改定日　２０１４年４月１日

日　学　株 式 会 社日　学　株 式 会 社日　学　株 式 会 社日　学　株 式 会 社

　代表取締役社長　代表取締役社長　代表取締役社長　代表取締役社長

　基本理念　基本理念　基本理念　基本理念

当社は経営理念に基づく全ての企業活動において、当社は経営理念に基づく全ての企業活動において、当社は経営理念に基づく全ての企業活動において、当社は経営理念に基づく全ての企業活動において、

環境保全が世界的重要かつ緊急課題であることを認識し、環境保全が世界的重要かつ緊急課題であることを認識し、環境保全が世界的重要かつ緊急課題であることを認識し、環境保全が世界的重要かつ緊急課題であることを認識し、

環境方針環境方針環境方針環境方針

　行動指針　行動指針　行動指針　行動指針

環境方針環境方針環境方針環境方針



1 事業者名　

日学株式会社　（設立：昭和３２年９月１２日）　　　http://www.nichigaku.co.jp

代表取締役社長　　吉　田　朋　弘

2 所在地

本社

静岡工場 静岡県藤枝市八幡６４７

東京デポ 東京都大田区西糀谷２－１５－３

埼玉営業所 埼玉県熊谷市榎町５６－１

市場開発部

仙台支店 宮城県仙台市若林区六丁の目中町 5-30 Ａ

札幌出張所 札幌市東区北四十一条東７丁目３-1８-３０５

大阪支店 大阪府大阪市東淀川区豊新1-21-12

名古屋営業所 愛知県名古屋市中村区長筬町１－１３

金沢営業所 石川県金沢市松島２－１０７

福岡営業所 福岡県筑紫郡那珂川町中原２－１５６

　　※上記点線内は認証登録サイト

2017年度以降順次拡大　：　各支店・営業所（国内）　追加認証・登録予定

3 事業内容

応用製品の設計・開発、製造、販売、据付け及び付帯サービス

4 資本金及び売上高　　

資本金 ５，０００万円 売上高 ２１９，５８０万円（2016年度）

5 従業員及び生産活動規模

＜静岡工場・品質管理部 ・設計開発室＞（生産拠点）

　　　

6 日学㈱関連会社

日学ホールディングス㈱ 東京都品川区南大井３-８-７

日学サポート＆サービス㈱ 東京都品川区南大井３-８-７

厦門日学文教用品有限公司厦門市集美区广業南路11号　3B1、3B2単元

従業員　７９名（本社ビル・東京デポ ３５名 、静岡工場・品質管理部 ・設計開発室４２名、埼玉営業所 ２名）

エコアクション２１認証取得　拡大計画

－2－

42

7,112

生産量

従業員

床面積 7,112

単位

ton

人
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42

7,179

2010年度 2013年度 2014年度 2015年度

7,112

39 39

7,179 7,179 7,179 7,179

42 42 42 42

電子黒板、黒板（黒板ＪＩＳ含む）、ホワイトボード、掲示板、案内板、其の他

東京都品川区大井1-49-15アクセス大井町ビル５Ｆ

東京都品川区南大井３－８－７

2016年度

358 412 362 390 361 362436

2011年度 2012年度2009年度

381

活動規模

事業規模・全社概要事業規模・全社概要事業規模・全社概要事業規模・全社概要 １１１１ http://www.nichigaku.co.jphttp://www.nichigaku.co.jphttp://www.nichigaku.co.jphttp://www.nichigaku.co.jp



1 環境管理関係の責任者及び担当者

　 環境管理責任者 静岡工場 工場長　滝　好彦

　 事務局 静岡工場 総務課　  朝倉倫久

連絡先電話番号 054-644-1335　　　　　FAX　　054-644-0547

2 実施体制表と任務

業務課　　 石上金徳

業務課　　 松永一成

製造課　　 増田博幸

品質管理部　鈴木昌弘

総務課　　 朝倉倫久

設計開発室　赤堀真弘

※従業員の役割：　決められたルールを守りエコアクション２１活動を実践する 本社ビル 　  宇野秀人

東京ﾃﾞﾎﾟ 　   宮代隆史

埼玉（営）　　 村田進也

代表取締役社長　吉田　朋弘

環境管理責任者 工場長　滝　好彦

エコアクション２１推進委員会

エコアクション事務局

－3－

推進委員

工場建屋及び周辺写真 工場内　写真 工場内　写真

事業規模・全社概要事業規模・全社概要事業規模・全社概要事業規模・全社概要 ２２２２

業務課 製造課 品質管理部 設計開発室

1.環境方針の策定

2.環境管理責任者を指名する

3.資源（人材、資金、技術)の用意

4.ｼｽﾃﾑの見直しを行う

1.ｼｽﾃﾑの総括責任者としての役割権

限を他の責任にかかわらず持つ

2.ｼｽﾃﾑを構築・運用し、実績を代表者

に報告する

1.全体計画の立案

2.文章の作成

3.一般教育の実施

4.ｼｽﾃﾑ運用上の事務管理

各部門長及び推進委員

1.部門の計画立案 2.作業教育の実施 3.実施状況の確認、記録を行う

総務課

環境に関する活動報告

月一回開催

本社ビル

東京デポ

埼玉営業所
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管管管管

理理理理
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東東東東

日日日日
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統統統統
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日日日日
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拡大計画書

役　　員　　会役　　員　　会役　　員　　会役　　員　　会 色分け表示内訳

2008年度　認証登録サイト2008年度　認証登録サイト2008年度　認証登録サイト2008年度　認証登録サイト

代表取締役社長　吉田朋弘代表取締役社長　吉田朋弘代表取締役社長　吉田朋弘代表取締役社長　吉田朋弘 2011年度　拡大認証登録サイト2011年度　拡大認証登録サイト2011年度　拡大認証登録サイト2011年度　拡大認証登録サイト

2012年度　拡大認証登録サイト2012年度　拡大認証登録サイト2012年度　拡大認証登録サイト2012年度　拡大認証登録サイト

2015年度　拡大認証登録サイト2015年度　拡大認証登録サイト2015年度　拡大認証登録サイト2015年度　拡大認証登録サイト

2017年度以降　拡大認証登録予定サイト2017年度以降　拡大認証登録予定サイト2017年度以降　拡大認証登録予定サイト2017年度以降　拡大認証登録予定サイト

営業本部営業本部営業本部営業本部商品本部商品本部商品本部商品本部管理本部管理本部管理本部管理本部

静静静静

岡岡岡岡

工工工工

場場場場

総総総総

務務務務

部部部部

商商商商

品品品品

部部部部

西日本統括部

大阪支店

2017年以降取得計画

名古屋営業所・金沢営業所・

福岡営業所2016年以降取得

仙台支店

札幌出張所

2017年以降取得計画

本社オフィス営業部

東京パブリック営業部

本社業務部

商品企画室

商品部

2011年6月17日

全社組織図及びＥＡ２１拡大計画書全社組織図及びＥＡ２１拡大計画書全社組織図及びＥＡ２１拡大計画書全社組織図及びＥＡ２１拡大計画書

本社総務部

2011年6月17日

認証登録

静岡工場

品質管理部

設計開発室

2008年6月17日、認証登録

東京デポ

2012年6月17日 認証登録

埼玉営業所

2015年度 認証登録

情報管理室

2011年6月17日

認証登録

拡大認証取得計画拡大認証取得計画拡大認証取得計画拡大認証取得計画



静岡工場・品質管理部・設計開発室静岡工場・品質管理部・設計開発室静岡工場・品質管理部・設計開発室静岡工場・品質管理部・設計開発室

2015年

目標 2015年

数値 2015年対比 対比 対比

①エネルギー使用量

エネルギー使用量 (単位：MJ) 2,803,298 2,755,638 ▲1.7%. 2,685,139 ▲3%. ▲4%.▲4%.▲4%.▲4%.

循環資源・中間処理 (単位：ton) 84.78 83.34 ▲1.7%. 89.21 ＋7% ＋5%＋5%＋5%＋5%

最終処分量 (単位：ton) 14.78 14.53 ▲1.7%. 16.02 ＋10% ＋8%＋8%＋8%＋8%

上　　水 (単位：㎥) 692 763.5 ＋10%＋10%＋10%＋10%

公共用水域 (単位：㎥) 692 763.5 ＋10%＋10%＋10%＋10%

大気への排出量 (単位：ton) 0.227 0.223 ▲1.7%. 0.268 ＋20% ＋18%＋18%＋18%＋18%

グリーン商品化の実現 (単位：件) 0 2 ＋2件 1 ▲50%. ＋1件

消耗品・事務用品金額ベース対比）
(単位：％) 85.7 90.0 ＋5.0% 96.6 ＋7.3% ＋13%＋13%＋13%＋13%

(単位：kg-CO2) 146,811 144,315 ▲1.7%. 138,031 ▲4%. ▲6%.▲6%.▲6%.▲6%.

　　※1・・温室効果ガス排出量の算出は、中部電力の２０１５年排出係数（2016年公表）0.486Kg-CO2/kWhを用いた。

　　※2・・「水使用量」「総排水量」は生産活動に関わらない項目の為、目標を設定しない管理項目としています。　

　本社　本社　本社　本社

2015年

目標 2015年

基準年対比

2015年

エネルギー使用量 (単位：MJ) 579,348 569,499 ▲1.7%. 567,687 ▲0.3%. ▲2.0%.▲2.0%.▲2.0%.▲2.0%.

(単位：kg-CO2) 30,745 30,222 ▲1.7%. 30,096 ▲0.4%. ▲2.1%.▲2.1%.▲2.1%.▲2.1%.

2016年

数値 対比 対比

温室効果ガス排出量の算出は、東京電力の２０１５年排出係数（2016年公表）0.500Kg-

CO2/kWhを用いた。

－ 5 ① －－ 5 ① －－ 5 ① －－ 5 ① －

②廃棄物排出量・最終処分量

実績

事業活動 実　績

目　　　標

実績

■温室効果ガス排出量

④化学物質使用量

実　績

⑤グリーン商品化

③総排水量

2016年

目　　　標

事業活動

③水使用量

⑥環境対応商品の購入

■温室効果ガス排出量

①エネルギー使用量

2012012012016666年度年度年度年度 環境目標及び実績環境目標及び実績環境目標及び実績環境目標及び実績

2,600,000

2,650,000

2,700,000

2,750,000

2,800,000

2,850,000

エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー

使用量使用量使用量使用量ＭＭＭＭ

ＪＪＪＪ

2015年度実績

2016年度目標

2016年度実績

80.

82.

84.

86.

88.

90.

産廃循環資産廃循環資産廃循環資産廃循環資

源源源源 中間処中間処中間処中間処

理理理理ｔｔｔｔ

2015年度実績

2016年度目標

2016年度実績

14.

14.

15.

15.

16.

16.

17.

産廃最終産廃最終産廃最終産廃最終

処分量処分量処分量処分量ｔｔｔｔ

2015年度実績

2016年度目標

2016年度実績

0.000

0.050

0.100

0.150

0.200

0.250

0.300

化学物質化学物質化学物質化学物質

使用量使用量使用量使用量

ｔｔｔｔ

2015年度実績

2016年度目標

2016年度実績

132,000

134,000

136,000

138,000

140,000

142,000

144,000

146,000

148,000

温室効果ガ温室効果ガ温室効果ガ温室効果ガ

ス排出量ス排出量ス排出量ス排出量

ｋｇｋｇｋｇｋｇ-CO2

2015年度実績

2016年度目標

2016年度実績

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

環境対応商環境対応商環境対応商環境対応商

品の購入品の購入品の購入品の購入

金額比金額比金額比金額比 ％％％％

2015年度実績

2016年度目標

2016年度実績

560,000

565,000

570,000

575,000

580,000

エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー

使用量使用量使用量使用量ＭＪＭＪＭＪＭＪ

2014年度実績

2015年度目標

2015年度実績

29,600

29,800

30,000

30,200

30,400

30,600

30,800

温室効果ガ温室効果ガ温室効果ガ温室効果ガ

ス排出量ス排出量ス排出量ス排出量

ｋｇｋｇｋｇｋｇ-CO2

2014年度実績

2015年度目標

2015年度実績

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

グリーングリーングリーングリーン

商品化商品化商品化商品化

件件件件

2015年度実績

2016年度目標

2016年度実績



　東京デポ　東京デポ　東京デポ　東京デポ

2015年

目標 2015年

基準年対比

2015年

①エネルギー使用量

(単位：MJ) 192,239 188,971 ▲1.7%. 241,514 ＋28% ＋26%＋26%＋26%＋26%

(単位：ton) 28.80 28.31 ▲1.7%. 26.80 ▲5%. ▲7%.▲7%.▲7%.▲7%.

(単位：ton) 0 0.00 #DIV/0! 0 #DIV/0! #DIV/0!#DIV/0!#DIV/0!#DIV/0!

(単位：kg-CO2) 11,100 10,911 ▲1.7%. 14,449 ＋32% ＋30%＋30%＋30%＋30%

埼玉営業所埼玉営業所埼玉営業所埼玉営業所

2015年

目標 2015年

基準年対比

2015年

①エネルギー使用量

(単位：MJ) 108,414 106,614 ▲1.7%. 111,166 ＋4% ＋3%＋3%＋3%＋3%

(単位：kg-CO2) 6,569 6,460 ▲1.7%. 6,715 ＋4% ＋2%＋2%＋2%＋2%

実　績

目　　　標

実績

2016年

2016年

温室効果ガス排出量の算出は、東京

電力の２０１５年排出係数（2016年公

表）0.500g-CO2/kWhを用いた。

エネルギー使用量

温室効果ガス排出量の算出は、東京電力の２０１５年排出係数（2016年公表）0.500Kg-

CO2/kWhを用いた。

事業活動

－ 5 ② －－ 5 ② －－ 5 ② －－ 5 ② －

■温室効果ガス排出量

数値 対比対比

数値 対比 対比

■温室効果ガス排出量

エネルギー使用量

②廃棄物排出量・最終処分量

循環資源・中間処理

最終処分量

事業活動 実　績

目　　　標

実績

2012012012016666年度年度年度年度 環境目標及び実績環境目標及び実績環境目標及び実績環境目標及び実績

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー

使用量使用量使用量使用量ＭＪＭＪＭＪＭＪ

2014年度実績

2015年度目標

2015年度実績

0

5,000

10,000

15,000

温室効果ガ温室効果ガ温室効果ガ温室効果ガ

ス排出量ス排出量ス排出量ス排出量

ｋｇｋｇｋｇｋｇ-CO2

2014年度実績

2015年度目標

2015年度実績

25.5

26

26.5

27

27.5

28

28.5

29

産廃循環産廃循環産廃循環産廃循環

資源資源資源資源中間中間中間中間

処理処理処理処理ｔｔｔｔ

2014年度実績

2015年度目標

2015年度実績

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

産廃最終産廃最終産廃最終産廃最終

処分量処分量処分量処分量ｔｔｔｔ

2014年度実績

2015年度目標

2015年度実績

104,000

106,000

108,000

110,000

112,000

エネルギー使エネルギー使エネルギー使エネルギー使

用量用量用量用量ＭＪＭＪＭＪＭＪ

2014年度実績

2015年度目標

2015年度実績

6,300

6,400

6,500

6,600

6,700

6,800

温室効果ガ温室効果ガ温室効果ガ温室効果ガ

ス排出量ス排出量ス排出量ス排出量

ｋｇｋｇｋｇｋｇ-CO2

2014年度実績

2015年度目標

2015年度実績



基準年度

２０１５年度 ２０１６年度 ２０１７年度 ２０１８年度

目標 3,621,907 3,560,518 3,499,130

実績 3,605,507

目標 355.36 349.33 343.31

実績 362.16

目標 - - -

実績 763

目標 190 186 183

実績 189

目標 111.69 109.79 107.90

実績 116.02

目標 14.53 14.29 14.04

実績 16.02

目標 - - -

実績 763

目標 0.220 0.217 0.213

実績 0.267

目標 90.0 90.0 90.0

実績 96.6

目標 2 2 2

実績 1

  【備考】   【備考】   【備考】   【備考】 

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０１５年の対象組織の拡大（埼玉営業所）に伴い、２０１５年実績を基準に新たに中期環境目標を設定。

.

「エネルギー使用量」「温室効果ガス排出量」「廃棄物循環資源・中間処理量」「廃棄物最終処分量」の４項目は全サ

イト合算し評価していたが、組織拡大による営業店増加に伴い、絶対値による管理方法に変更とした。（生産本部

は、従来、生産高対比による数値算定方法を採用していた。）

.

「水使用量」「総排水量」は生産活動に関わらない項目の為、目標を設定しない管理項目とした。

.

温室効果ガス排出量は、静岡工場については管轄する中部電力排出係数0.486㎏-CO2/kWh、本社・東京デポ・埼

玉（営）については東京電力エナジーパートナー排出係数0.500㎏-CO2/kWhを用い算定。

－6－－6－－6－－6－

3,683,295

　　物質使用量 ｔ 361.38

194

ア

ウ

ト

プ

ッ

ト

　　グリーン調達品購入率 ％ 85.7

　　グリーン商品化 件

イ

ン

プ

ッ

ト

　　エネルギー使用量 ＭＪ

単位項　　　　　目

目　　　　　標

　　廃棄物最終処分量 ｔ 14.78

　　水使用量 ㎥ 692

　　温室効果ガス排出量 ｔ

　　廃棄物循環資源・中間処理量 ｔ 113.58

0

　　総排水量 ㎥ 692

　　化学物質使用量 ｔ 0.224

次年度以降の中期環境目標次年度以降の中期環境目標次年度以降の中期環境目標次年度以降の中期環境目標

本社、東京デポ、静岡工場・品質管理部・設計開発室、埼玉営本社、東京デポ、静岡工場・品質管理部・設計開発室、埼玉営本社、東京デポ、静岡工場・品質管理部・設計開発室、埼玉営本社、東京デポ、静岡工場・品質管理部・設計開発室、埼玉営業所業所業所業所



－7－－7－－7－－7－

環境活動１環境活動１環境活動１環境活動１

購入電力削減①②

デマンド監視機「ECOナビ」にてピークカット（静岡）

一般・産業廃棄物の削減③

紙類の分別サンプルの掲示（静岡）

その他③環境資格者の養成

エコ検定にチャレンジ

購入電力削減 ③ｽｰﾊﾟｰｸｰﾙﾋﾞｽﾞ実施

購入電力削減 ①エアコン適正温度設定

扇風機併用で暑さ対策を実施（本社）

各取組みの啓蒙表示及びデータ開示（本社）

その他①防災訓練（静岡）



－8－－8－－8－－8－

環境活動２環境活動２環境活動２環境活動２

社会貢献の一環として

エコキャップの回収をしております。

環境上の緊急事態への準備・対応（本社）

エアコン コントロールスイッチ（本社）

＜冬季は設定温度を19℃の努力目標とした＞

環境上の緊急事態への準備・対応（静岡）

＜ドラム缶転倒防止・土嚢袋・吸着剤＞

環境美化活動（本社）



＜上段：計画   下段：＜上段：計画   下段：＜上段：計画   下段：＜上段：計画   下段： 実施済実施済実施済実施済 未実施未実施未実施未実施 半実施半実施半実施半実施 ＞＞＞＞

静岡工場・品質管理

部・設計開発室

　本社 東京デポ 埼玉営業所 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2016/4/1～2017/3/31

－
9
－

－
9
－

－
9
－

－
9
－

化

学

物

質

①PRTR物質の使用削減 ・年3回　新接着剤の検討をする

・月毎、低減状況把握する

⑤原板不良の低減 ・品質会議にて、不良数、ロス金額の把握を行う

⑦最終処分先の直接確認 ・年１回 ○

○

○⑥産廃業者への処理依頼状況 ・月毎、状況把握する(産廃マニュフェストの確認)

○

取組

目標

取組目標 実施項目

該当部署

化

石

燃

料

の

削

減

○

一

般

・

産

業

廃

棄

物

の

削

減

○

③クールビズ・ウォームビズの実施 ・該当時期の啓蒙活動

・職場別使用状況確認

○

水使用

量の

削減

④運賃効率の向上 ・売上げ対比

②封筒の再利用 ・使用状況確認

⑧産業廃棄物管理票交付状況報告書 ・6月　自治体へ提出

○ ○

④コンプレッサーの適正使用

○

期　　　　間

購

入

電

力

の

削

減

○

①こまめに消灯・減灯 ・職場別消灯確認

②ｴｱｺﾝの適正使用 ・職場別使用状況確認 ○

○

①コピー用紙の両面使用 ・両面使用の啓蒙表示、使用状況確認

・職場別エアー漏れパトロール確認

①こまめに蛇口をしめる ・水漏れ及び節水表示の確認

①フォークリフト・社用車等のエコ運転 ・職場別運転状況確認 ○ ○

②ジェットヒータ等の空運転の撲滅

③自転車・徒歩通勤奨励 ・自主的実施者の確認

○

○

③ゴミの分別・リサイクル活動 ・ゴミ分別状況、確認

④不要パレットの廃棄削減

年間活動計画・実施年間活動計画・実施年間活動計画・実施年間活動計画・実施



＜上段：計画   下段：＜上段：計画   下段：＜上段：計画   下段：＜上段：計画   下段： 実施済実施済実施済実施済 未実施未実施未実施未実施 半実施半実施半実施半実施 ＞＞＞＞

静岡工場・品質管理

部・設計開発室

　本社 東京デポ 埼玉営業所 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2016/4/1～2017/3/31

取組

目標

取組目標 実施項目

該当部署 期　　　　間

年間活動計画・実施年間活動計画・実施年間活動計画・実施年間活動計画・実施

－
1
0
－

－
1
0
－

－
1
0
－

－
1
0
－

③予防処置提案件数

④環境情報 ・年１回最新版の法規制情報確認

⑤環境資格者の養成 ・エコ検定受験推奨

・推進委員会　開催（Ｗｅｂ会議含）

・推進委員会　開催

・（毎月始め全体朝礼にてエコパト報告）

②工程改善合理化活動

①教育

○

①グリーン商品の購入 ・環境対応製品の購入推進状況確認

②RoHs・G法環境製品の開発推進と

　　環境ｱｾｽﾒﾝﾄｼｰﾄの活用

○

○ ○○

・環境に配慮した製品の販売促進

○

・有害物質の輸送、保管等に当たり事故時の

・汚染防止のための準備や訓練計画(10月)

③再生材料の使用推進

○ ○

・環境対応材料の導入推進

  (証明書等の確認)

④グリーン製品販売 ○

○・環境対応製品の開発推進状況確認

環

境

対

応

⑥環境対応設備の導入

・環境対応設備の検討

（一定規模のＬＥＤ照明器具への入替）

そ

の

他

○



部署　※1 実施状況

静岡 △

本社・東京デポ・埼玉
○

本社・静岡・

東京デポ・埼玉

○

静岡 ○

静岡 ○

本社・静岡・

東京デポ・埼玉

○

静岡 ○

本社 ○

東京デポ・埼玉 ○

静岡 ○

静岡 △

静岡 ○

①コピー用紙の両面使用 静岡 ○

静岡 ○

静岡 ○

④ゴミの分別・リサイクル活動 静岡 ○

⑤不要パレットの廃棄削減 静岡 ○

静岡 ○

静岡 ○

東京デポ ○

静岡 ○

東京デポ △

静岡 ○

東京デポ ○

静岡 ○

静岡 ○

静岡 ○

静岡 ○

静岡 ○

本社 ○

東京デポ・埼玉 ○

静岡 ○

本社 ○

東京デポ・埼玉 ○

静岡 △

④工程改善合理化活動 静岡 ○

静岡 ○

本社 ○

東京デポ・埼玉 －

本社

○・・・成果が出ていて活動良し　　　△・・・活動しているが、成果が出ていない　　×・・・活動不十分

※全項目、次年度も継続して取り組む。

※1　・・・部署欄の「静岡」は静岡工場・品質管理部・設計開発室とします。

環境対応

6月末で実施

6月末で実施

①PRTR物質の使用削減

⑨産業廃棄物管理表交付等状

況報告書提出

化学物質 削減の為、代替品を検討

ポスターやEメール情報を掲示している

ＥＣＯ検定受験推奨中

③再生材料の使用推進

環境製品の開発は、その都度対応して、継続。環境

ｱｾｽﾒﾝﾄｼｰﾄの活用もできている

①グリーン商品の購入 事務担当者にて購入時に比較検討、継続中

①教育

②環境情報

購入電力の削減

全社員の意識が向上された。周知・啓蒙・教育活動

は継続している。

④コンプレッサーの適正使用

エアー洩れの改善は出来た。電気使用量が高い為、工

場内のエアー圧診断を行う。

③照明の適正化、自然光・風の利用

評価と次年度の取組内容

２Ｓパトロールにて、窓際への不要物立てかけをしな

いように指導継続する。

取組項目

全社員の意識が向上され、常に消灯等を実施している。

①こまめに消灯・減灯

水使用量の削減 社員の意識は上がっている。

確実に実施している

⑦産廃業者への処理依頼状況

⑧最終処分先の直接確認

中間処理業者確認済

仕入れ先へ継続指導実施していて効果あり

12月に実施

①こまめに蛇口をしめる

確実に実施している

－11－－11－－11－－11－

レイアウト変更実施、作業の停滞及び　　横持

ちの短縮ロス低減を行う

特になし

提案の活性化を図って行く

⑤予防処置提案件数

真夏の電力不足に備え節電対策として、エアコン設

定温度を28℃設定し扇風機の併用を試みた結果、

電気料金の削減及び冷房効果が上がった。

その他

⑥梱包用ベニア使用量削減

⑦ベニア正寸仕入による端材削減

⑧資材納入業者による通函利用の検討

⑨資材納入業者へのパレット返却推進

⑩返品物の分別廃棄

⑪既存部材の流用

⑫ホームページ環境関連情報掲載検討

静岡

③環境資格者の養成

徹底されている。

活動の概要

社員の意識はあるが、スイッチの場所が遠く、職場を離れ

る際消し忘れが一部ある表示方法の見直し検討

②ｴｱｺﾝの適正温度設定

クールビズのみ実施。ウォームビズ個人レベルで対応。⑤クールビズ・ウォームビズ

運転日報で使用状況を明確化。アイドリングストップの励

行。ハイブリット車への入替も実施した。

化石燃料の削減

⑥原板不良の低減

規格合板作業室完成。目標管理にてＰＤＣＡ

の強化指導を行ってゆく
一般・産業廃棄物の削減

意識をもって実施している。

②排出抑制 意識をもって実施している。

分別実施にて効果が出ている

⑤自転車・徒歩通勤奨励

雨、夏場は厳しい為、徹底に欠けている、又夜帰宅

時の安全についての検討が必要

③封筒の再利用 意識をもって実施している。

急発進・急加速等、急のつく操作は控える。

①フォークリフト・社用車のエコ運転

走行距離，ガソリン購入量で確認。

②ジェットヒーター等の空運転の撲滅

防災訓練実施。講習会実施。

消火器等の操作方法確認

環境への取組の自己チェックを行なっている。

環境への取組の自己チェックを行なっている。

②RoHs・G法環境製品の開発

推進と環境ｱｾｽﾒﾝﾄｼｰﾄの活用

推進継続中

上期、下期に環境教育実施中

○

梱包用べニア使用量調査実施。

実施中。

仕入先候補を抽出した。

返却実績　54枚

分別実績　77枚

検討中

ホームページ改版案を検討

活動の取組結果と評価、次年度の取組内容活動の取組結果と評価、次年度の取組内容活動の取組結果と評価、次年度の取組内容活動の取組結果と評価、次年度の取組内容
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商品写真

-

杉間伐材芯材 -

-ABS再生樹脂芯材

PVC再生樹脂ｼｰﾄ

PVC再生樹脂ｼｰﾄ

PVC再生樹脂ｼｰﾄ

PVC再生樹脂ｼｰﾄ

ABS再生樹脂枠

ABS再生樹脂枠

PE再生樹脂芯材

PP再生樹脂芯材 -

-

ABS再生樹脂枠

杉間伐材芯材

ABS再生樹脂枠

PS再生樹脂芯材

PS再生樹脂芯材

PS再生樹脂芯材

-

-

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

ｱﾙﾐ枠ホワイトボード

スチール表面

両面回転

脚付

片面脚付

3×6

コンタクトボード

ビョーブ式掲示板

樹脂枠掲示板

ｅコルックス表面

両面脚付

2×3

樹脂枠ホワイトボード

アルミホーロー表面

壁掛け

3×6

2×3

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

案内板

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

ABS再生樹脂枠PS再生樹脂芯材

PS再生樹脂芯材

ﾎﾞｰﾄﾞ

ABS再生樹脂枠

ﾎﾞｰﾄﾞ

-

ABS再生樹脂枠

PS再生樹脂芯材 -

-

-

-

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ芯材

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ ABS再生樹脂枠

PS再生樹脂芯材

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ芯材

-

-

-

-

ﾎﾞｰﾄﾞ

-

-

-

PS再生樹脂芯材

PS再生樹脂芯材

PS再生樹脂芯材

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

-

PS再生樹脂芯材

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ芯材

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ芯材

-

大型掲示板類

3×4

3×6

ABS再生樹脂枠

ABS再生樹脂枠

PS再生樹脂芯材

PS再生樹脂芯材

PVC再生樹脂ｼｰﾄ

PS再生樹脂芯材

PS再生樹脂芯材ﾎﾞｰﾄﾞ

ABS再生樹脂枠

ABS再生樹脂枠

PVC再生樹脂ｼｰﾄ

PVC再生樹脂ｼｰﾄ

杉間伐材芯

PS再生樹脂芯材

-

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ芯材

ﾎﾞｰﾄﾞ

ABS再生樹脂枠PVC再生樹脂ｼｰﾄ

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ芯材

PVC再生樹脂ｼｰﾄ

PVC再生樹脂ｼｰﾄ

PVC再生樹脂ｼｰﾄ -

-PVC再生樹脂ｼｰﾄ

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ芯材

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

ABS再生樹脂枠

-

RoHs/REACH

杉間伐材芯

-

PE再生樹脂芯材

合法性ベニヤ

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

合法性ベニヤ

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ芯材

FX-77G2

ﾌﾟﾗﾝﾃｰｼﾞ ﾎﾞｰﾄﾞ

3×4

ｱﾙﾐ枠ホワイトボード

スチール表面

3×6

1.5×2

1.5×2

3×4

両面脚付

3×6

電子黒板

インターラクティブボード

大型黒板類

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

PS再生樹脂芯材

ﾎﾞｰﾄﾞ

両面脚付

両面脚付

Ｃ社オリジナル品

壁掛け

壁掛け

衝立

メタルライン 壁掛け

壁掛け

壁掛け

3×6

3×4

3×4

ｱﾙﾐ枠掲示板

ｅコルックス表面

両面脚付

3×6

3×4

パーソナルボード

Ｃ社オリジナル品

3×6

3×6

アルティナ

壁掛け

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

-

ﾎﾞｰﾄﾞ

壁掛け 3×4

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ2×3

3×4

1.2×3

1.5×3

2×3

PS再生樹脂芯材

シリーズ 対象部品

壁掛け

ﾎﾞｰﾄﾞ

3×4

ｱﾙﾐ枠ホワイトボード

アルミホーロー表面

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

3×6

3×4

3×6

3×4

1.5×2

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

商品 サイズ

片面脚付

PS再生樹脂芯材

対象材料

PS再生樹脂芯材

ﾎﾞｰﾄﾞ

3×4

ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾞ

両面回転

脚付

ﾎﾞｰﾄﾞ

3×6

3×4

2×3

両面回転

脚付

ﾎﾞｰﾄﾞ

-

-

片面脚付

3×6
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環境に配慮した生産品目の拡大環境に配慮した生産品目の拡大環境に配慮した生産品目の拡大環境に配慮した生産品目の拡大 ((((グリーン購入法・グリーン購入法・グリーン購入法・グリーン購入法・RoHsRoHsRoHsRoHs、、、、REACHREACHREACHREACH対応商品等対応商品等対応商品等対応商品等))))

黒板関連商品の９０黒板関連商品の９０黒板関連商品の９０黒板関連商品の９０%%%%以上が、グリーン購入法に適合以上が、グリーン購入法に適合以上が、グリーン購入法に適合以上が、グリーン購入法に適合



責任部門 評価方法 チェック方法等 遵守結果

静岡

2007/10/25届出改

正変更の有無等

特定施設の届出（第三種）

周辺の騒音状況の確認

2016/12/8 １２月　ＥＡ２１推進委員会 適合

静岡

2007/10/25届出改

正変更の有無等

特定施設の届出（第二種）

周辺の振動状況の確認

2016/12/8 １２月　ＥＡ２１推進委員会 適合

静岡 年１回６月 申告書作成時に法改正を確認 2016/6/30 化学物質使用量チェック時 適合

静岡 都度 産廃業者より情報入手し法改正を確認 2016/12/8 １２月　ＥＡ２１推進委員会 適合

東京デポ 都度 インターネット等で改正法を確認 2016/5/27 東京デポ EA21推進委員 適合

静岡 年１回６月 役所より情報入手し法改正を確認 2016/6/30 報告書作成時 適合

東京デポ 年１回6月 役所より情報入手し法改正を確認 2016/6/16 報告書作成時 適合

静岡 年1回 推進委員会メンバーにて視察 2016/12/9 ＥＡ２１推進委員会 適合

東京デポ 年1回 推進委員会メンバーにて視察 2016/8/5 ＥＡ２１推進委員会 適合

静岡 年4回（6・9・12・3月） 簡易点検時・エアコン撤去時 2017/3/13 簡易点検時 適合

静岡 適宜 エアコン撤去時 － エアコン撤去時 適合

静岡 毎年9月 消防署・設備業者より情報入手し法改正を確認 2016/11/22 消防設備点検実施時 適合

東京デポ 適宜 消火器設備の確認 2016/5/30 ＥＡ２１推進委員会 適合

静岡 適宜 点検時に法改正を確認 2016/12/13 最終点検時 適合

静岡 年１回12月 設計開発室にて調査 2016/12/8 １２月　ＥＡ２１推進委員会 適合

商品企画室 年1回 品質管理部に改版を確認 2017/2/17 本社ビル EA21推進委員 適合

静岡 都度 設計開発室にて調査 － 客先より要求があった時 適合

商品企画室 年1回 設計開発室に適合製品開発の有無を確認 2017/2/24 本社ビル EA21推進委員 適合

静岡 都度 設計開発室にて調査 － 客先より要求があった時 適合

商品企画室 年1回 設計開発室に適合製品開発の有無を確認 2017/2/24 本社ビル EA21推進委員 適合

＜本社、東京デポ、静岡工場・品質管理部・設計開発室、埼玉営業所＞

各事業所に適用される環境関連法規の順守状況を確認した結果、2016年4月～2017年3月 までに違反はありません。

また、関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟・苦情・要望等は有りません。

2017年6月21日　エコアクション２１事務局

産業廃棄物管理票交付等状況報告書

浄化槽法（１０条・１１条） 浄化槽の定期点検

RoHS指令

消防法

グリーン購入法 適合材料の選定及び適合製品の開発

業務用エアコン

消火器の設備及び点検

認可処分場

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 等

フロン排出抑制法

家電リサイクル法（フロン関連） 家庭用エアコン

評価日

騒音規制法 騒音 第三種区域

振動規制法 振動 第二種区域の１

法規制 適用施設・対象

-
1
4
-

法規制等一覧表

適合物質の調査

適合材料の選定及び適合製品の開発

特定化学物質の環境への排出量の把握

等及び管理の改善の促進に関する法律

接着合板施設（トルエン等）

接着合板及び印刷室（危険物取扱者の立

会いによる使用・消防設備点検実施）

「設計開発室」

適合製品の開発

ＲＥＡＣＨ-SVHC

廃棄物置き場

（委託契約書・マニュフェスト伝票・表示）

産業廃棄物管理票交付等状況報告書

認可処分場 ・中間処理

ＪＯＩＦＡ（合法性・持続可能性の証明に

係わる事業者認定実施規程）

「静岡工場」 黒板・白板

「設計開発室」

適合製品の開発

廃棄物置き場

（委託契約書・マニュフェスト伝票・表示）

法規制等遵守及び資格等のリスト法規制等遵守及び資格等のリスト法規制等遵守及び資格等のリスト法規制等遵守及び資格等のリスト

環境関連法規への違反、訴訟の有無環境関連法規への違反、訴訟の有無環境関連法規への違反、訴訟の有無環境関連法規への違反、訴訟の有無
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２．
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社外の第三者にとっても、わかりやすい環境レポート

づくりを指向したい。

当社の環境への取り組みについて、社内はもちろん、

ＬＥＤ照明器具・ハイブリッド自動車の部分的導入により

エネルギー使用量削減について、一定の効果が見られる。

こうした設備投資による環境負荷低減に加え、残業時間

削減を中心とした総就業時間削減等による環境負荷低減にも

取り組みたい。

当社にとって、お客様との最終接点である納品施工部門に

おいて、業務改善の余地があると推測され、顧客満足の

充足に加え効率的な施工納品体制の確立に取り組みたい。

代表者による全体評価と見直しの結果代表者による全体評価と見直しの結果代表者による全体評価と見直しの結果代表者による全体評価と見直しの結果

代表取締役社長

2017年6月28日

代表者による全体評価と見直しの結果代表者による全体評価と見直しの結果代表者による全体評価と見直しの結果代表者による全体評価と見直しの結果

代表取締役社長


